
 

毎年屋根の雪下ろし中の転落事故が多発！ 

    

・本当に雪下ろしが必要な積雪か、今一度考えてください。隣の家がや 

っていても、自分の家が必要な状況とは限りません。 

・「自分は慣れているから大丈夫」、「いままで落ちなかったから大丈夫」

は、転落した人も思っていたことです。 

・雪下ろしが必要な場合は、業者への依頼を検討しましょう。 

雪下ろし業者の紹介や、雪下ろしにかかった費用についての支援制度 

がある場合がありますので、お住まいの市町村へ相談してください。 

【概要】屋根の雪下ろし作業中、梯子とともに転落 

    （腰椎圧迫骨折、全治４か月） 

【事故前後の心境】 

 事故前は、そもそも転落するなど考えていなかった。 

 屋根の上でもヘルメットや命綱をつけることなく作業 

 した。もちろん梯子も固定しておらず、考えが甘かっ 

 た。今思えば、ヘルメットや命綱の装着、梯子の固定 

 等、できる対策はあった。後悔している。 

命を守る除雪中の事故防止のポイント 

✓ 晴れの日ほど要注意。屋根の雪がゆるんでいて、思わぬ落雪に巻き込まれることも！ 

✓ 排雪時の池や流雪溝などへの転落にも注意！真のベテランこそ常に安全確保！ 

✓ 除雪機の雪詰まりの除去は、エンジンを切ってから。手を突っ込まず、雪かき棒で！ 

✓ 除雪機の安全装置は絶対に固定しない！ 
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